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Ⅰ は じめに

視覚障害と精神遅滞をあわせ もつ障害児 (以下

盲精神遅滞児と呼ぶ)において､触運動感覚は聴

覚 とともに外界からの刺激受容にとって重要な感

覚である｡彼らの初歩的教育においては､実際に

ものに触れさせる､扱わせることを通じて外界認

識が促される｡外界認識に向かう手の動きは､｢触

探索(後述)｣と呼ばれ､盲精神遅滞児においては､

主要な指導領域のひとつとされた (日中,1986)｡

盲精神遅滞児の研究は､初期には実態調査 (中山,

1973)や経過観察 (久野ら,1972;森山ら,1978)

が行われたが､養護学校教育義務制が施行された

1979年以降､触探索の指導に関する教育実践的研

Tab一el 検索対象および該当文献数

検 索 文 献 検 索 年 限 該当文献数

学会報告

日本特殊教育学会大会発表論文集

日本教育心理学会総会発表論文集

日本心理学会大会発表論文集

学会誌

発達障害研究

教育心理学研究

特殊教育学研究

児童青年精神医学とその近接領域

研究紀要等

寓立特殊教育組合研究所研究紀要

熊本大学教育学部研究紀要

重度 ･重複障害児の事例研究集

(国立特殊教育総合研究所重複障害教育研究所編)

重複障害教育研究所研究報告

その他

学術雑誌

障害者問題研究

その他

1975-1992 10

1985-1992 0
1985-1992 0
1980-1989 0
1971-1991 0
1969-1991 0
1970-1991 1

1974-1988,1992 6

1976-1990 3

1977-1990 9

1978,1981,1982 7

3

1982-1991 0
1(計40編)

書岩沼市立岩沼北中学校 日干菓大学 ***長野大学
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究が主に事例研究という形で報告された｡現在､

数多くの事例が報告され個別の知見は蓄積された

が､先行研究との関連や得られた発達的変化につ

いて考察がなされていない場合が多く､また､指

導内容の体系化の試みも十分なされているとはい

えない｡そこで､細測 (1986)の手法に従い､本

邦における盲精神遅滞児の触探索に関する事例研

究を､対象児の実態 (主に視覚機能の水準)と指

導内容によって分類 ･整理し､指導内容の体系化

を試みることを本研究の目的とする｡事例研究で

は､報告者によって触探索を表現する用語が異な

り､若干の混乱もみられる｡そのため､用語につ

いて整理を行った上で､実際の指導内容･方法(敬

具)について検討を行う｡

盲精神遅滞児に対し触探索を指導した事例研究

を検索した｡Tablelは検索対象とした文献､検

索年限､該当文献数を示した｡該当文献は40編で

あった｡このうち､対象児の実態や指導内容に関

する記述が不明確な文献を除外し､31編を検討の

対象とした｡

ⅠⅠ 触探索に関する用語について

先行研究では触探索に関する用語が研究間で統

一されておらず､表現と指示内容 とに不一致がみ

られる｡そこで､先行研究で用いられた触探索を

Tab一e2 先行研究における触探索を表す用語とその記述例

カ テ ゴ リ ー 用 語 報告者(午) 記 述 例

1 ｢運動｣という表現があるもの 触運動 高杉 (1978) ｢握るという触運動｣ ｢ビンの表面を指先でたどり､

触運動 内田ら(1979) 締め口にまで達するという触運動｣(高杉,1978)

触運動 寺田 (1980) ｢スライディングブロックなどを用いた縦､横､なな

手の運動触運動手の運動 中村ら(1980)神尾 (1981)遠藤 (1990) めへの直線的な手の運動｣(遠藤,1990)

2 ｢探索｣という表現があるもの 手による探索 松Efl (1979) ｢探索 :ある対象を探しだして保持する､ブロックを

探索行動 吉田ら(1980) はずしたりはめたする所を探しだす｣(岸ら,1980)

探索活動 中村ら(1980) ｢手に触れたもの-手を伸ばす｣ ｢箱の中-手を入れ､

手指を用いた探索 岸ら (1980) お菓子を探す｣ことが ｢探索的な手の運動｣ (進,

手による探索行動探索行動探索的な手の運動 今野ら(1980)藤井 (1984)進 (1984) 1984)

3 手掌による対象 触察 松田 (1979) ｢手で探り物に触る-(中略)-つかみ引き寄せ少し触触察 .触覚的弁別 吉田ら(1980) 察し放る｣ ｢角や辺の系統だった触察｣(松田,1979)

の属性の精敵な 触察 松木 (1980) ｢対象物を自発的に触察し､属性の違いに関心を向け

認識をさすもの 触弁別 川島 (1980) て､触覚を介して対象物を弁別しようとする探索行

手の触覚的な探索 川島 (1984) 動｣(吉田ら,1980)

4 ｢操作｣という表現があるもの 手の操作 松田 (1979) ｢操作 :はずしたりはめたりする手の動きそのもの｣

手の操作 吉田ら(1980) (岸ら,1980)

手指を用いた操作 岸ら (1980) ｢取得 :ものを手もとに持ちていつて確かめるという

操作活動 重藤 (1982) 目的の運動で､ものに触れてから手もとに持つてい

手の操作 . 進 (1984) くまでの運動をさすO操作 :運動の結果､書や光を

取得 .操作 .到達 柴田 (1984) 出すという目的の運動であり､もV)に触れてから結果を得るまでの運動をさすo到達 :上記の運動を始めるために､ある事物や場所に向かって手を伸ばし始めてから到達するまでの運動をさす｣(柴田,1984)
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表す用語とその指示内容を整理し､本研究での用

語法について述べる｡

先行研究において用いられた触探索を表す用語

は､4種に大別された｡Table2はカテゴリーご

とに用語､記載文献､指示内容の記述例を示した｡

以下､カテゴリーごとに用語とその指示内容の特

徴や強調点について述べる｡

1.｢運動｣という表現があるもの

｢触運動｣､｢手の運動｣という表現をここに含め

た｡高杉(1978)､寺田(1980)は､手を伸ばして周

囲を探る､また触れた物の表面を探る等の手の動

きを ｢触運動｣と呼んだ｡神尾(1981)は､対象を

触覚的に弁別するためには､持ち続ける､触る､

なでる､滑らす等の滑らかな手の動きが必要であ

ることを指摘し､この手の動きを ｢触運動｣とし

た｡また中村ら(1980)､遠藤(1990)は縦､横､斜

め方向への手の動きを ｢手の運動｣と表現した｡

これら2つの用語は､表現は異なるが､どちらも

対象認識を実現する手の動き全体をさしている｡

2.｢探索｣という表現があるもの

｢手による探索(行動)｣､｢探索行動(活動)｣､｢探

索的な手の運動｣など､｢探索｣という言葉を用い

た種々の表現をここに含めたO松田(1979)､中村

ら(1980)､今野ら(1980)､岸ら(1980)､進(1984)

は､対象を探しそれを保持するまで､あるいは対

象の特定部分 (例えばブロックをはずしたりはめ

たりする部分)を探しだすまでの過程で生じる手

の動きを ｢手による探索｣あるいは ｢探索行動｣

とした｡吉田ら(1980)､藤井(1984)は対象を保持

した後､それが何であるかを探る､どうなるか

やってみるという過程で生じる手の動きも含めて

｢探索活動｣とした｡これは､心理学における探索

行動の定義 (刺激-定位行動-知覚的吟味-操作

行動-探究活動という一連の行動)に即した用い

方である｡

3.手掌による対象の属性の横線な

認識をさすもの

｢触察｣､｢手の触覚的な探索｣､｢触弁別｣などの

表現をここに含めた｡松田(1979)､吉田ら(1980)､

松木(1980)は､対象を保持した後､その対象の属

性を認識するために､表面をなで回したり､角や

辺をなぞったりする手の動きを ｢触察｣とした｡

また川島(1984)は､これとほぼ同じ内容を ｢手の

触覚的な探索｣と表現した｡｢触察｣は｢あるもの

について触覚的に明らかに知ること｣(小柳,1978)

とされ､この用語は対象の属性の精微な認識がな

される場合に用いられる｡

4.｢操作｣という表現があるもの

｢手の操作｣､｢操作活動｣など､｢操作｣という

言葉を用いた種々の表現をここに含めた｡柴田

(1984)､岸ら(1980)､重藤(1982)は､音や光を出

すという目的のための運動､あるいは事物に触れ

てから結果を得るまでの種々の手の動き (はめる､

はずす､滑らせる)を ｢手の操作｣と呼んだ｡松

田(1979)､吉田ら(1980)､進(1984)は触覚による

対象の弁別を､操作を伴う弁別 (例えば､蓋を開

けて箱の中の菓子を探す)と操作を伴わない弁別

(これは前述した触寮という用語と同義であろう)

とに分けた｡いずれの用語においても､触覚によ

る刺激受容よりも､より大きな運動をともなう操

作による対象認識の方が強調されている｡

5.先行研究における触探索に関する用語の

整理と本研究での用語法

Fig.1は､先行研究でみられた触探索に関する

用語とその指示内容を､運動の発現から対象認識ま

での時系列に即して示した｡横軸は時系列を示し､

用語とその指示内容を左から順に記した｡触探索に

関する用語は､以下のようにまとめられよう｡対

象がある特定の場所に呈示された時､それを手探

りし､保持するまでの過程で生じる手の動きには

｢手による探索｣の用語が用いられる (国中G))O

さらに対象を保持した後､対象の形態や材質を弁

別したり､棒や玉をある特定の場所-入れたり､

そこから抜いたり (出したり)する過程で生じる

手の動きには ｢触察｣(図中②)や ｢手の操作｣

(図中③)という用語が用いられる｡両者はいずれ

も対象を弁別する手の動きであるが､｢手の操作｣

は操作を通じて間接的に対象を弁別する (例えば､

木玉は丸い穴へ入れ､金属盤は棒に差す)際に用

いられるのに対し､｢触察｣は触れることを通じて

直接対象を弁別する (例えば､スプーンとボール

を机の上に置き､どちらか一方と同様のものを呈

示して同定させる)際に用いられる｡｢触運動(辛

の運動)｣(図中④)は､｢手による探索｣､｢手の操

作｣および ｢触察｣を実現する手の動き全体をさ

す｡本研究では､対象を探しだし保持するまでの
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④ 触 運 動 (手 の 運 動)- 下 記 の 手 の 動 き全 体

② 触 察 (操作を伴わず)
G)手による探索

し探

-
-
-
辛を象対

③ 手 の 操 作

棒差しの際､穴を探しだす 対象の材質や

(指示内容) 保持するまでの- >手の動きや対象を保持した- >形態を弁別す

手の動き 後なで回す手の動きなど る手の動き

F'Lg.1 先行研究における触探索に関する用語と指示内容

｢手による探索｣､対象を保持した後の｢手の操作｣

や ｢触察｣を含めて､認識的な性格をもつ触運動

すべてを ｢触探索｣と呼ぶことにする｡

ⅠⅠⅠ 視覚機能の水準と指導内容 ･方法 (教具)

残存視覚機能の水準は､盲精神遅滞児の触探索

の指導に大きく影響する｡対象児の見えの状態に

より､具体的な指導内容やその経過は大きく異なっ

た｡また､柴田(1984)や松田ら(1984)は､目が

見えないと思われていた (育)精神遅滞児におい

て､継続的で適切な指導を行った結果､視覚機能

の改善が認められたと報告した(後述)｡そこで､

ここでは､各事例研究における指導開始時の対象

笹の視覚機能に関する記述を参考に､視覚機能を
以下の3水準に分けた｡水準 Ⅰは全盲､水準ⅠⅠは

光覚程度を有する､水準ⅠⅠⅠは手動弁または注 ･追

視可であるOTable3(1)～(3)は､この水準に従っ

て各事例研究の対象児を分類し､指導内容の概略

を示したO各表には､対象児の生活年齢が低い順

に､報告者(辛)､対象児の眼科学的所見､その他

の重複障害､指導開始時の生活年齢､指導内容と

方法 (教具)を示した｡なお､対象児のコミュニ

ケーション行動に関する記述の有無を､｢相互交渉

の記述｣の欄に記した｡以下では､これらの表に

基づき､(1)指導内容､(2)視覚機能の促進､(3)指導

方法 ･教具について検討を行う｡

1.水準 Ⅰ (全盲)における指導内容(Table3(1))

(1)指導内容 この水準に属する対象児は､視

覚刺激に対してほとんど反応が観察されない (あ

るいは眼球自体がない)ため､主に触探索を促す

指導が行われた｡具体的には､ガラガラ掴み (到

達一把握行動)､スイッチ押し(スイッチを特定の

空間から探しだす)､スライディングブロック(辛

の運動を前後左右に方向づける)､棒(輪)抜き(級

き取るべき3次元空間の触探索)､棒差し(棒を差

すべき穴の位置を探す)､玉入れ(玉を入れるべき

穴の位置を探す)､見本合わせ(呈示された種々の

対象の中から見本物と同様の対象を探しだす)な

どが挙げられる｡これらの指導は､指導の進展に

ともない､およそ次の順序で実施された｡

手の運動の発現自体が乏しい対象児に対しては､

まず､触探索の指導を行う前段階として､自発的

な手の運動の促進 ･触発が行われ､その後､教具

に手を伸ばし握るなどの到達-把握行動が指導さ

れた (佐藤,1981)｡手の運動を促進し到達一把握

行動を形成することは､その後の触探索指導の前

提となる｡

すでに到達一把握行動がみられる対象児に対し

ては､特定の空間から対象を探しだすことが指導

された｡この指導によって､対象児は独力で周囲

の諸事物を探しだし､実際に操作することが可能

となる｡初期発達にある乳幼児においては､実際

に事物を扱う経験を通して外界認識が一層高まる

(例えば､ヴェンゲル[Beltrep,1964,1965]など)と

指摘されており､盲精神遅滞児において対象を探

しだすまJでのこの触探索指導は極めて重要である｡

｢対象を探しだす｣ことが可能になった対象児

には､棒から輪を抜く､スライディングブロック

を滑らすなどの､手の運動の方向づけが行われた

(進,1987;北島,1984;松臥 1979;柴田,1984)0

例えば柴田(1984)は､皮質盲を疑われる対象児に､

輪抜きやスライディングブロックによる手の運動

の方向づけを指導した｡その結果､スライディン
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Table3(1) 水準Ⅰ (全盲)の指導内容と方法 (教具)

報告者(午) 眼科学的所見 呈還冨芸 年齢 指導内容と方法 (教具) 慧警 霊

佐藤 (1981) 両眼網膜剥離 精神遅滞 1:09 感覚運動訓練 (寝返り､首すわりなど)､感 無

左眼視神経萎縮 小頭症 覚と運動との関連づけ､立方体ガラガラに

右眼白内障 脳性マヒ よる探索の促進

進 (1987)*不明 精神遅滞 2:00 玉入れによる位置の学習 奴

北島 (1984) 先天性小眼球 精神遅滞 2:05 円柱抜き､スライディングブロック､缶の 無

白内障 中から玉をとりだす､玉入れ

柴田 (1984) 皮質盲 精神遅滞 5:04 直線 ･鈎型の輪抜き､玉入れ､各種スライ 無

てんかん デイングブロック､音 ･光のスイッチ盤

脳性マヒ

遠藤 (1990) 両視神経萎縮 精神遅滞 6:07 円板スイッチ･溝付き円板による叩く･掴む 無

小頭症 運動の促進､スライディングスイッチ･オル

脳性マヒ ゴール ･筒抜きによる持続的直線運動の促

進､足踏みスイッチによる足運動の促進

内田ら(1979) 白内障 精神遅滞 6:10 缶の容器を用いた玩具の出し入れ､リング 無

てんかん 抜き､玉入れ

松田 (1979) 先天性無眼球症 精神遅滞 10:03 箱の中の玩具取り､リング差し､円柱差し､ 有
てんかん 玉入れ､リングと玉の分類学習など

松木 (1984) 眼球労 精神遅滞 20:03 目標物 (ジュース)を得るため棒に沿い手 有

を動かす学習､盆の中の探索､腕伸ばしの

象徴信号による接近行動の促進､見本合わ

せ掌習

吉田ら(1980) 両眼白濁
眼球摘出

精神遅滞~~22:00
てんかん

溝の穴から菓子を探す､木玉入れ､電池入 無

れ､玉と電池の分類学習､ボールとスプー

ンの分類学習

*-眼科学的に異常は認められず医学的所見はないが行動状況から全盲と推定された｡

グブロックにおいて､指導当初は手前に引っ張る

のみであったが､その後､溝に沿って放射状にた

どるようになった｡それにともない､特定の平面

にあるスイッチを探しだす際､無秩序な触探索か

ら､放射状に手を動かす触探索へ と変化 した｡手

の運動の方向づけの指導では､溝などによって運

動方向を外的に援助する工夫が多くなされた (佐

蘇,1981;柴田,1984;遠藤,1990)｡さらに､特定

の空間へ事物を入れる､はめる､差すなどのより

微細な運動 コン トロールを要する触探索の促進

(内田ら,1979)､事物の材質･形態弁別､あるいは

見本合わせを可能にする精微な触寮の促進 (松田,

1979;吉田ら,1980;松木,1984)が行われた｡

以上から､水準 Ⅰの緒導はおよそ以下の順序で

進められると考えられる｡① ｢手による探索｣の

うち､手の運動の促進 ･触発を含む到達一把握行

動の形成-② ｢手による探索｣のうち､対象を探

しだす手の動 きの形成-③ ｢手の操作｣のうち､

特に､滑らす ･抜 くなどによる運動の方向づけ-

④ ｢手の操作｣のうち､特に､対象を特定の空間

に差す､落すなどの操作の形成-⑤ ｢触察｣によ

る対象の形態や材質の弁別｡

(2)視覚機能の促進 この水準では､視覚機能

の促進を考慮した指導は､ほとんど行われなかっ

た｡しかし､視覚受容器に眼科学的な異常が認め

られない対象児に対して､電球や電灯などの光刺

激を呈示 した報告 もみられた (佐藤,1981;柴田,

1984)0

(3)指導方法 ･教具 指導方法としては､音を

だして到達-把握行動の発現を促す､対象児の手

- 3 1 -



313 長野大学紀要 第15巻第3号 1993

Table3(2)水準ⅠⅠ (光覚あり)の指導内容と方法 (教具)

報告者(午) 眼科学的所見 孟還豊富 年齢 指導内容と方法 (教具) 票 至芸

川島 (1984)網脈絡膜萎縮

松田ら(1984)髄膜脳痛
視神経萎縮

光覚 (+)

今野ら(1980)視神経萎縮

進 (1988)*不明

垂藤 (1982) 未熟児網膜症
後水晶体線維増殖

症

松木 (1980)未熟児網膜症

宮脇 (1982) (盲)

高杉 (1978)結核性髄膜炎
両視神経萎縮

寺田 (1980)視神経萎縮

精神遅滞 0:08 ガラガラなどによる事物の保持の促進､答 無

奇形症候 器の中から事物を取 りだす､ ドアチャイム

群 (スイッチを押すと音が出る)､リング抜き

精神遅滞 0:10 ペンライト電灯･光沢のある玩具による視
覚機能の確認､スポットライト等で照らした

玩具･ゆっくり動 く車による追視の促進､玉

入れ､リングの抜き差し､見比べの学習など

精神遅滞 2:07 外界の諸事物への手の誘導､ゴルフボール
脳性マヒ を穴に入れるとブザー音が得られる教具

精神遅滞 2:11 手づかみで食べることの促進､ガイドによ
脳萎縮 るスプーン操作の促進

低緊張

精神遅滞 3:03 伸ばし･縮めの学習(ジャバラブロック)､
スライディングブロック､ビー玉入れ (秩

琴)､ブロックのはめ ･はずし

精神遅滞 3:08 玉入れ､棒差し､アルミ管抜き差し､ネジ
のはめ ･はずし､宝探し､リング抜きなど

精神遅滞 4:00 対象児が関心を示すビニールホースや光る物
の抜き･差しの学習(抜くと光る､差すと光る)

精神遅滞 5:00 対象児が関心を示す捕乳ぴんの把握､引き寄
てんかん せ行動の拡大､晴乳ぴんへの探索の促進

精神遅滞 7:00 カン容器からピンポン五 ･ゴルフボールを
右下肢 取りだす課題､玉ころがし､リング抜き､

痩直マヒ 二種の物を箱に入れ分ける課題

中村ら(1980)急性硬膜下血腫 精神遅滞 7:07 7タ ･小円板 ･木玉の探索､棒抜き､スラ
(頭部外傷) てんかん イディングブロック(チャイム付き)､玉転

脳性マヒ がし

落合 (1987)*不明 精神遅滞 8:04 食事場面を利用したスプーンの探索
スタージ ･

ウェーバー

及川 (1979)*不明 精神遅滞 9:00 スライ ド盤 ･回転盤で食物を呈示し､手を
脳性マヒ 動かすなかで視覚機能の高次化を指導

進 (1984)皮質盲 (硬膜下水 精神遅滞 10:08 棒抜き､わっか入れ､箱や盆から菓子を取
膿による脳損傷) 脳性マヒ

岸ら (1980) 白内障 精神遅滞 13:00
てんかん

脳性マヒ

高橋 (1983)*不明 精神遅滞 13:01
てんかん

左片マヒ

らせ探索的な手の動きを促進

ブロックをはずす･はめる､玉入れ､なぞり

盤(直線､曲線､図形)による触寮の学習､触

覚による弁別 ･分類 ･見本合わせ学習

暗室でのペンライト･スポットライト･光

るリングによる注 ･追視の促進､玩具への

光の照射

有

蘇

無

有

無

無

辛-眼科学的に異常は認められず医学的所見はないが行動状況から光覚程度を有すると推定された｡
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Table3(3) 水準111 (手動弁､注 ･追視可)の指導内容と方法 (教具)

報告者(午) (農 芸 実装 ) 孟宗諾冨 年齢 指導内容と方法 (教具)

藤井 (1984)両眼角膜白斑
右目優位

内田 (1980) 内斜視

進 (1986)*不明

川島 (1980)先天性白内障
弱視

新井 (1986)斜視 ･弱視

(精神遅滞)

高度難聴

精神遅滞

高度難聴

精神遅滞

脳波異常

脳萎縮

低緊張

精神遅滞

脳性マヒ

精神遅滞

副腎性器

症候群

小頭症

脳性マヒ

神尾 (1981) 無光彩併発白内障 精神遅滞
両側感音

性難聴

宮原 (1983)先天性白内障

2:05 箱に物を移し替える学習､ボールと積木の
分類学習､ガイドによるスイッチ操作､見

本合わせ学習

2:06 リング差し､型はめ､リングと型はめ板の
分類学習､色と形を組み合わせた4選択刺
激の分類学習

2:11 触覚(ロ)による操作行動の促進､風船 ･木
棒 ･ホロホロブザー ･お菓子による注 ･追

視の促進､探索行動の促進

3:00 様々な形の取手がついたフタを箱にかぶせ
て､中の電灯を取る､スポンジを手がかり

に箱を選択する

6:09 指導者とのコミュニケーション行動を基盤
とした把握行動の促進､基本的な食事行動

の助長 (スプーン呈示に対して顔を向け食

べ物をロの中へとり込む行動)

8:00 対象児が関心を示す光を利用､吸盤付きガラ
ガラ (電球入り)､取る･押すと光がつ く教

具により注視 ･手を伸ばす学習､玉入れ

相互交渉

の 記 述

奴

無

無

無

ロジー症候群

精神遅滞 9:06 ペグボー ド･写真 ･文字などを用いての見 有

水平性眼球震盟 両側感音 本合わせ学習

強度遠視 性難聴

*-眼科学的には異常は認められず医学的所見はないが行動状況から手動弁､注 ･追視可と推定された｡

をとって対象に触れさせるなどが行われた｡対象

をわずかに手に触れさせただけで速やかに手が動

きだしたという指摘 (例えば､北島,1984)がある

ことから､音を出しても手の運動が発現 しない場

合､す ぐに括導者が手をとって触れさせるばか り

でな く､このような対象児の運動 を触発する働 き

かけも重要 と思われる｡

水準 Ⅰでは､とりわけ音の出る教具が多かった｡

対象の保持すら困難な者においては､ガラガラ､

リング抜きなどの腕の粗大な運動によって音が出

る教具が用いられた｡事物 と事物の関係づけが可

能な者においては､ビー玉を落 とす と音が出る教

具 (例えば､鉄琴)が用いられた｡

2.水準ⅠⅠ (光覚)における指導内容(Table3(2))

(1)指導内容 対象-の到達-把握行動､対象

を探 しだす (箱の中の菓子の探索)､ブロ ックの

はめ ･はず し､輪抜き､スライディングブロック､

玉入れ､棒差 し､視覚に基づ く形態弁別や見本合

わせなどが主であった｡視覚に基づ く指導を除け

ば､水準 Ⅰの指導内容 と大きく変わらなかった｡

そのなかで､報告数は少ないが食事行動の確立 と

の関連で触探索の指導を行ったものもある｡落合

(1987)は食事場面において､事物への到達-把握

行動の形成を行った｡指導当初は対象児の手をガ

イ ドしてスプーンを握 らせたが､次第にスプーン

を手に触れさせ るだけでそれを把握 しようとする

ようになった｡指導終了時には､自らスプーンの

位置を探って把握することが可能 となった｡また､

進(1988)は､食事場面において､食物 と食べ られ

ない物を呈示 して触感覚によりそれらを弁別させ
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たり､スフO-ンを置く位置を変えてそれを探しだ

させたりした｡メンテェT)ヤコフ [爪euleP批OB]

(1972)は盲ろう児の教育に関して次のように指摘

した｡｢外界の事物をはじめて知るのは､もっとも

単純な自然的必要を充足させる活動の過程におい

てである｡例えば､自主的に食事をとることを教

える過程で､子どもはスプーンやフォークや皿な

どを知るようになるO生体にとって<実務的な>

この活動の過程において､子どはいやおうなく事

物を知っていかなければならない｡この事物の知

識の習得が強制されるのは､それが直接強化､こ

の場合では食物強化を得るための必須の条件だか

らである｡- (中略)-食事中には事物は生態に

役立つのでその事物の知覚は強化される｡事物は

子どもたちにとって意義をもったものとなり､彼

はそれを手探りしはじめる｣Oメンテェリャコフの

この指摘は､知的障害のない盲ろう児に関するも

のだが､落合 (1987)や進 (1988)の報告から盲精

神遅滞児の触探索の指導においても示唆に富むも

のと思われる｡食事や身辺自立など､対象児の実

生活に必要な行動を触探索の指導に取 り入れるこ

とは､指導のひとつとして重要と考えられる｡

(2)視覚機能の促進 この水準に属する対象児

においては光刺激に対する反応が観察された｡そ

のため､触探索とともにしばしば視覚機能につい

ても指導が行われた (松田ら,1984;宮脇,1982;

及川,1979;岸ら,1980;高橋,1983)｡このうち､

触探索と視覚機能の両者を結びつけて指導したも

のは少ない｡しかし､｢視覚定位の発達にもっとも

強い影響をもつのは対象に対する手の実践的操作

と結びついた触覚である (ザボロージェツ[3ano-

po)KeLL],1960)｣と指摘されることから､単に視覚

刺激を呈示するだけでなく､それを触探索と結び

つけて指導することも重要と考えられる｡

(3)指導方法 ･教具 触探索に関しては水準 Ⅰ

とほぼ同様の指導方法 ･教具が用いられた｡この

水準でも､聴覚刺激により子どもの反応性を高め

ようとするものが多かった｡盲精神遅滞児にとっ

て聴覚刺激が重要な意味をもっことは疑いないが､

逆に聴覚刺激にのみ固執してしまい指導が進展し

なかったという報告 (寺田,1980;宮原,1983)ち

あり､聴覚刺激をいかに効果的に利用するかが重

要である｡

視覚機能の指導に関しては､視覚機能が極めて

初期的状態の場合､明暗､光沢､輝きなどが見え

やすいと指摘された (中島,1977)｡また､ペンラ

イトや電灯などの光刺激が頻繁に利用された｡し

かし､これらの刺激は子どもにとって信号的意味

が乏しく､呈示刺激に対する子どもの興味が急速

に失われることから (細測,1986)､注 ･追視が確

認された後では､｢子どもがもっとも反応性を示

す事物 ･領域を確かめながら子どもの反応をより

高める方向でアプローチする｣(細測,1990)必要

がある｡

3.水準ⅠⅠⅠ (手動弁､注 ･追視可)における

指導内容 (Table3(3))

(1)指導内容 主な指導内容は､対象-の到達一

把握行動､輪抜き､型はめ､見比べ､見本合わ

せ､色や形の弁別などである｡これらは触探索に

基づ く場合もあるが､多くは視覚機能に基づいて

行われた｡

(2)視覚機能の促進 この水準の子どもは､手

動弁､注 ･追視の視覚機能が認められた｡そのた

め､それらの機能をさらに促進し確実にする指導

が行われた (進,1986;新井,1986;神尾,1981)0

さらに､それらの視覚機能に基づいた分類学習､

見本合わせ学習､色や形の弁別学習など､より高

次な視覚機能を要する課題が行われた(藤井,1984;

内田,1980;宮原,1983)｡この水準では､触探索

と視覚機能は､個々別々にではなく､両者を結び

つけた指導が行われた｡

(3)指導方法 ･教具 基本的には水準 Ⅰや水準

ⅠⅠと同様､具体物の実際の操作を通して (例えば､

特定の型板を型穴にはめる､棒を穴に差す)視覚

機能と触探索の高次化を促すものが多かった｡し

かし､より抽象度の高い写真や文字などを用いて

見本合わせ学習を行った報告もあった(宮原,1983)0

また､触探索を促す際､光､音とともに振動刺激

が得られる教具を用いた指導もみられた (藤井,

1984)0

4.視覚機能の改善について

Table4は､対象児の視覚機能の改善が指摘さ

れた報告 (6編)を示した｡表には､報告者(辛)､

対象児の眼科学的所見､その他の重複障害､年齢､

指導期間(密度)､視覚機能の水準の変化を示した｡

柴田(1984)は､視覚に関して特に眼科学的な異
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Table4 指導経過において対象児の視覚機能が改善された報告

報告者(午, 眼科学的所見 芸諾 芸 年齢

指導期間 視覚機能の

(密度) 水準の変化

佐藤 (1981) 両眼網膜剥雛 精神遅滞

左限視神経萎縮 小頭症

右眼白内障 脳性マヒ

柴田 (1984) 皮質盲 精神遅滞

てんかん

脳性マヒ

及川 (1979) 不明 精神遅滞

脳性マヒ

中村ら(1980) 急性硬膜下血腫 精神遅滞

(頭部外傷) てんかん

脳性マヒ

高橋 (1983) 不明 精神遅滞

てんかん

左片マヒ

松田ら(1984) 髄膜脳病 精神遅滞

視神経萎縮

1:09 2年 Ⅰ-ⅠⅠ

(1/過)

5:04 2年5カ月 Ⅰ-ⅠⅠ

(1/過)

9:00 記述なし ⅠⅠ-ⅠⅠⅠ

7:07 1年1カ月 ⅠⅠ-ⅠⅠⅠ

(1/過)

13:01 7カ月 ⅠⅠ-ⅢⅠ

(1/過)

0:10 6年6カ月 ⅠⅠ-ⅠⅠⅠ

弊指導期間の括孤内には指導の密度を示し､(1/過)は1週間に1回を意味したO

視覚機能の水準は､Ⅰ-全盲､ⅠⅠ-光覚あり､ⅠⅠ卜･手動弁､注 ･追視可である｡

常が認められないにもかかわらず､光刺激にほと

んど反応を示さなかった対象児に対して､触探索

の指導とともにスイッチを押せば電球が光るとい

う課題も行った｡それまで様々な視覚刺激の呈示

に対 してほとんど反応はなかったが､ある時､自

分から手を出してスイッチを探しあて､叩くよう

にして光をつけた｡すると､それまでにない大き

な喜びの声を上げた｡そして光がつ くと頭を左右

に振って光を受容するようになったと報告 した｡

これは水準 Ⅰから水準ⅠⅠ-変化 したことを示して

いるO

松田ら(1984)は､出生時後頭部の髄膜脳壇の切

除を受け､1歳3カ月時点で目が見えないと思わ

れていた対象児に対して､生後10カ月から約6年

間にわたって指導を行った｡その結果ラン ドル ト

環を視標 とした場合､左眼0.08､右眼0.2まで視

力が回復した｡これは水準ⅠⅠから水準ⅠⅠ1-変化し

たことを示している｡松田ら(1984)は､視覚機能

を促進するための指導について ｢①視覚機能の存

在が確認できない段階でも､視覚刺激を意図的に

与えること､②注視 ･追視 ･探索等の視覚機能が

確認できた後に､視覚機能に視点をおいたきめ細か

な指導を行 うこと｣を指摘した｡

以上の報告は､水準 Ⅰや水準ⅠⅠに属する対象児

においては､視覚受容器に重篤な眼科学的異常が

ない場合､長期間にわたる指導の経過で視覚機能

が改善される可能性があることを示 している｡し

たがって､この者たちについては､触探索ばか り

でなく､視覚機能の改善を目標 とした指導を行 う

必要があると考えられる｡

Ⅳ 盲精神遅滞児における触探索指導の体系

(試案)

Fig.2は､視覚機能の水準ごとに､指導内容(敬

具)を指導の進展に即して示した｡縦軸は視覚機

能の水準を示した｡横軸は指導内容 (教具)を示

し､左から右- と指導は進展した｡触探索の指導

内容 (教具)および指導にともなう対象児の視覚

機能の改善を検討した結果､盲精神遅滞児におけ

る触探索の指導には､大きく3つのステップがあ

ると考えられたO

ステ､ソプ1では､残存視覚機能の水準に関わら

ず初歩的な触探索の指導が行われる｡ここでの指
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水準 視覚機能 ステップ 2注 .追視の促進 ㍍ =完 筆 重 態 可ⅠⅠⅠ (教具) (起き上がりこぼし)

水準ⅠⅠ 視覚機能(教具) 視覚機能の確認 .促進(ペンライト.電灯)

触 探 索(教具) I (水準Ⅰとほぼ同様の指導) Il l

水準_Ⅰ 触 探 索 l l

l l到達-把握行動-対象を探しだす-滑らす .抜く→差す .はめる 触察 .分類

(手の運動の触発) (運動の方向づけ) (材質 .形態の異

(教具) (スライディングブロック). なる事物)ステップ 2′
(ガラガラ) (菓子探し) (リング抜き) (棒差し)

Fig.2 盲精神遅滞児における触探索指導の体系(試案)

導は､手の運動の促進 ･触発や到達-把握行動の

形成を含み､ここから指導を開始する場合も少な

くない｡これらの行動は､対象的行為の初期行動

であり､探索的要素は少ない｡しかし､対象児に

とっては､これらは外界の対象とかかわる最初の

行為であり､その後の触探索の基礎 となる｡到達一

把握行動の形成の後には､対象の探しだLや､運

動の方向づけ (滑らす ･抜く)が指導される｡こ

の過程で､手による探索はより確実で組織的なも

の (め くらめっぽう探すのではなく､例えば､手

を平面にそって放射状に動かして探す)になる｡

さらに､探しだした物を特定の位置に差す ･はめ

る指導が行われる｡この指導では､ある物を探し

だす-把握 ･保持する-差す ･はめる位置を探し

だす-差す ･はめるといった一連の操作が遂行さ

れる｡それぞれの探索は､効果的に把握する､ある

いは差す ･はめるためになされる必要がある｡そ

れには､片手で物を保持し別の手で位置を探索す

るといった両手の使用などがあるだろう｡このよ

うに､この指導の経過で触探索はより高次なもの

となり､また､事物操作も複数の部分からなるま

とまりのあるものとなる｡ステップ1の指導経過

で､手もとを見て探す､あるいは､手の運動をコ

ントロールする必要が高まり､残存視覚機能の水

準によってその程度は異なるが､触探索に視覚が

関与することが見られ始めた場合､初歩的な触探

索の指導を終了すると同時に､ステップ2の指導

が開始されるO

ステップ2は､視覚機能の状態により2つに分

けられる｡ステップ1において､わずかでも視覚

的反応がみられた場合には､触探索の指導と並行

して光刺激の呈示による視覚的反応の確認 ･促進

がなされる｡また､触探索の指導においても､視

覚刺激が積極的に取 り入れられる｡その経過で注･

追視が確実となる場合には､視覚的機能の関与を

より必要とするステップ3の指導-と移る｡

ステップ1の指導において視覚的反応がみられ

ない､あるいは,そもそも全盲の者においては､

ステップ2′の指導が行われるOここでは､見本合

わせや形態･材質弁別などのより精微な触探索(触

察)が指導される｡これらは､より精度の高い触

察 (例えば､点字の触読)へと結びつ くものであ

る｡

ステップ3の指導は､注 ･追視の視覚機能に基

づき､写真と実物の見比べや色 ･形態の弁別など

が指導される｡ここでは､触探索は課題遂行の補

助的手段 となる｡

以上が盲精神遅滞児における事例研究の指導内

容 と方法の検討により得られた指導体系の試案で

ある｡指導は､対象児の知的障害の程度と視覚障

害の程度によって､その内客､進展の速度､方向

は大きく異なると考えられる｡上記の指導の順序

は､視覚機能との関連性を重視したものである｡

我々は､知的障害の程度は指導の進展の速度に大

きく影響し､知的障害が重 くなるほどステップ1

でのきめ細かな指導が必要となるが､指導の順序
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は大きく変わらないと考えている｡知的障害と視

覚障害の両者の程度を適切に反映した指導体系を､

今後さらに検討する必要がある｡

Ⅴ 盲精神遅滞児における触探索の

据導に関する研究課題

1.触探索の発生過程に関する検討

触探索が発生する以前の盲精神遅滞児は､事物

を握らせてもすぐに離してしまい持続的に扱わな

いと指摘される(神尾,1981;重藤,1982)｡そのた

め､いかにして彼らに最初の触探索を発生させる

かは､ひとつの重要な検討課題と思われる｡しか

し､検討の対象とした論文を見るかぎり､対象児

はすでに触探索が発現している者であることが多

く､触探索の発生過程についてはほとんど検討さ

れていない｡指導当初､触探索が末発現な対象児

の報告においても､指導課題における行動変化を

記述するのみであったり､また､｢手､指で物にさ

わるという初期的な行動を起こさせ､物にそくし

た操作活動につなげていくには､音 (聴覚刺激)

とのつながりが有効な働きをする｡- (中略)-

十分環境設定をし､時間をかけてくり返し教えて

いくことが大切である｣など一般的な緒桶がみら

れるに過ぎない (神尾,1981;重藤,1982)｡した

がって､盲精神遅滞児の触探索の発生過程を､それ

に有効な指導方法との関連で検討する必要がある｡

2.触探索の発生 ･高次化と

コミュニケーションとの関連

子どもは周囲の人々とのコミュニケーションを

通して外界の対象を認識していく｡このことは視

覚系による外界とのつながりを絶たれた盲精神遅

滞児にとってはとりわけ考慮されてよい｡なぜな

らば､彼らに意味あるものとして外界の対象を呈

示するのは周囲の大人であり､大人の意図的､教

育的働きかけこそが第一義的に彼らの心理発達を

促すからである｡この意味で､触探索の発生 ･高

次化を指導者とのコミュニケーションと関連づけ

て検討する必要がある｡検討の対象とした論文31

編のうち､触探索の発生 ･高次化とコミュニケー

ションとを関連づけて考察したものは､8編のみ

であった (Table3｢相互交渉の記述｣欄参照)0

松木(1980)､松木(1984)では ｢指導により触探索

が変わるとチョウダイなどの身ぶりサインが形成

された｣のように触探索の変化 とコミュニケー

ションの変化とが並記された｡また､コミュニケー

ションの変化については､触探索の課題を通して

｢チョウダイ｣､｢マッテ｣､｢OK｣などの身ぶりサ

インの受信 ･発信が可能となったなど､コミュニ

ケーションの伝達的側面が言及された(松田,1979;

内田,1980)｡

我々は､先に､重度重複障害児の目と手の操作

の高次化に関する指導においては､事物操作とコ

ミュニケーションの内的関連性について検討する

必要があることを指摘し (細測,1986)､それに即

した検討を行った (堀越ら,1991)｡盲精神遅滞児

の触探索の指導においても､単に両者の変化を並

記するのではなく､それぞれの変化が相互にどの

ように影響し合い発達するのかについて検討を行

う必要がある｡さらに､コミュニケーションの変

化については､伝達的側面ばかりでなく､共有 ･

共感といった意味での情動的側面についても注目

する必要があることを指摘した (細測,1993)｡森

(1990)は重度･重複障害児の実践について｢コミュ

ニケーションというのは､確かに情報伝達の過

程という側面を持つのだが､その相互的伝達の担

い手の関係に注目するならば､実は､分立された

この間の情報伝達の前に､すでにその両者をつな

ぐ関係性が存在しているように思われる｣と述べ､

コミュニケーションの伝達的側面の変化の前には

共感的側面の変化があることを示唆した｡この指

摘は､特に､触探索の発生過程を検討する上で､

重要と考えられる｡以上から､盲精神遅滞児の触

探索の発生･高次化を指導者とのコミュニケーショ

ンと関連づけて､特に､情動的側面の変化に注目

して検討を行う必要がある｡

Ⅵ 結 語

本研究では､視覚障害をともなう精神遅滞児の

触探索に関する事例研究を､残存視覚機能の水準

により3つに分類･整理し､各水準での指導内容･

方法 (教具)を検討した｡これに基づき触探索指

導の体系化を試み､盲精神遅滞児の触探索の指導

に関する研究課題を提起した｡

1.盲精神遅滞児の触探索に関する指導は大き
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く3つのステップからなる｡まず､初歩的触探索

の形成として､以下の順で指導が行われる (ステップ

1)0①対象-の到達一把握行動(手の運動の自発を

含む)-② ある特定の空間から対象を探しだす-

③滑らす ･抜 くなどの手の運動の方向づけ-④特

定の空間への事物の出し入れ｡以上の経過で視覚

的反応が認められる場合には､光刺激などの視覚

刺激を教材に取 り入れた触探索が指導される｡視

覚的反応が認められない場合には､触察による材

質 ･形態弁別､見本合わせなどが指導される (ス

テップ2)｡ステップ2において注･追視が可能な

場合には､視覚に基づ く見比べ､色 ･形の弁別な

どが指導される｡ここでの触探索は､課題遂行の

補助的手段 とされる (ステップ3)0

2.視覚受容器に眼科学的な異常が認められな

い対象児は視覚機能の改善の可能性があるため､

触探索の促進 とともに早期から視覚機能の指導を

行う必要がある｡その際､光刺激を呈示 して視覚

的反応を促すなど視覚機能のみを指導するのでは

なく､例えば､手でスイッチを押すとランプがつ

くなど､触探索と視覚機能 とを結びつけて指導す

ることが重要である｡

3.今後の研究課題 として､Q)触探索の発生過

程および発生を促す効果的な指導方法の検討､②

触探索の発生 ･高次化 とコミュニケーションとの

内的関連性の検討の2点を提起した｡

(ほそぶち とみお 助教授)

(1993.10.12受理)
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